
令和4年度　指定管理者評価表 【別紙５】

施設名：市民総合体育館及び市内各体育施設

指定管理者名：河内長野ＳＳＫクリーン工房共同事業体

１．個別評価

評価項目 評価の視点 自己評価 市評価

施設の設置目的に沿って平等利用が確保されたか。 Ａ Ａ

施設の設置目的に沿ってサービスを提供しているか。 Ａ Ａ

利用時間、利用日、利用期間は遵守されているか。 Ａ Ａ

利用者に対する情報提供、情報発信は適切か。 Ａ Ａ

利用の承認、案内等は適切かつ迅速か、また接遇は適切か。 Ａ Ａ

利用者のニーズを把握し、改善、工夫を行っているか。 Ａ Ａ

施設の利用率は適正な水準にあるか。 Ａ Ａ

苦情等の対応は迅速かつ適切か、また市に迅速に報告しているか。 Ａ Ａ

指定管理者が行った自主事業は、市民サービスの向上に役立ったか。 Ａ Ａ

不具合が生じた場合の市への報告は適切か。 Ａ Ａ

建物躯体及び設備機器の点検・保守、安全確認等は適切か。 Ａ Ａ

修繕は適切か。 Ｓ Ｓ

備品の管理は適切か。 Ａ Ａ

清掃、警備、衛生管理は適切か。 Ａ Ａ

サービス提供及び施設の維持管理のため、計画どおり適正な人員が配置されているか。 Ａ Ａ

勤務体制が、勤務者の休暇、休憩等の取得が適正か。 Ａ Ａ

必要な専門的資格、技術を有する人材を確保しているか。 Ａ Ａ

従業員に対して、計画的、効果的な人材育成を行っているか。 Ａ Ａ

労働諸法を遵守しているか。 Ａ Ａ

緊急時に備えた、体制、対応マニュアル、研修・訓練等は適切か、また、防火、防犯体制の整
備、研修、訓練等は適切に行われているか。

Ａ Ａ

災害、事故、盗難等の発生時に迅速な対応ができる組織体制と連絡体制になっているか。 Ａ Ａ

利用者の安全は確保されているか。 Ａ Ａ

個人情報保護のための体制、書類等の整備・保管、問い合わせ等への対応、研修は適切か。 Ａ Ａ

個人情報保護及び情報公開に関する関係法令を理解しているか。 Ａ Ａ

万が一、個人情報が流出した場合の対応が検討されているか。 Ａ Ａ

管理に要する収支は適正に保たれているか。 Ａ Ａ

支払いの遅滞は生じていないか。 Ａ Ａ

使用料、利用料金収入は計画どおりか。収入の増加が図られているか。 Ａ Ａ

現金は適正に取扱われているか。 Ａ Ａ

経費は縮減されているか、または、縮減に向けての努力がされているか。 Ａ Ａ

業務を外部委託している場合、その業務は施設管理の主要な部分以外であるか、過度に外部委託
にシフトしていないか。

Ａ Ａ

省エネルギー、省資源、環境配慮物品等の購入など環境への配慮はなされているか。 Ａ Ａ

良好な関係を保つべき関係団体や地域との連絡調整は適切か。 Ａ Ａ

管理に要する法令は適正に遵守されているか。 Ａ Ａ

市との定例の連絡調整の機会が確保されているか。 Ａ Ａ

事業計画書（申請時）および年間事業計画書どおりに管理がなされているか。 Ａ Ａ

　評価欄の説明

そ
の
他

　　　S：協定等の遵守に加え、仕様書より優れた管理が行われた。
　　　A：協定等を遵守し、仕様書に沿った管理が行われた。
　　　B：協定等を遵守し、概ね仕様書に沿った管理が行われたが、一部に課題がある。
　　　C：一部、協定等が遵守できていない。又は、不測の事態等により仕様書に沿った管理ができなかった。
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【別紙５裏面】

２．収支報告 単位:円

事業計画Ａ 事業実績B A-B 前年度実績 備考

利用料金収入 37,200,000 34,994,375 2,205,625 29,100,500

自主事業収入 6,000,000 7,013,245 -1,013,245 6,668,780

物品販売収入 1,000,000 409,963 590,037 414,792

指定管理料 72,000,000 72,000,000 0 73,796,296

その他収入 3,200,000 6,384,641 -3,184,641 2,244,449

収入総額 119,400,000 120,802,224 -1,402,224 112,224,817

人件費 36,400,000 36,974,136 -574,136 37,932,452

事務費 2,100,000 2,544,713 -444,713 2,025,518

管理費 46,300,000 42,270,603 4,029,397 37,970,276

自主事業経費 5,690,000 5,651,312 38,688 5,012,895

光熱水費 17,000,000 20,151,889 -3,151,889 15,610,703

リース料 500,000 554,004 -54,004 416,662

その他 10,230,000 11,770,571 -1,540,571 10,948,177

支出総額 118,220,000 119,917,228 -1,697,228 109,916,683 0

1,180,000 884,996 295,004 2,308,134 0
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・令和４年度においては、コロナも収まりつつある中、引き続き、アルコール消毒液や空気清浄機、サーキュレーターを各施設、各
必要な場所に設置し、コロナ感染拡大防止に努めました。また、スタッフによる日々の除菌作業、屋内施設利用者の人数制限の厳
守、三密の徹底をお願いし、ご利用者の方々に安全・安心に施設をご利用いただけるよう徹しました。１年を通して、特に、体育館
の個人利用やトレーニング室・卓球室においては、通常営業であっても高齢者を中心にご利用を控える傾向が続きました。またウ
クライナ情勢の影響から、昨年９月より物価の高騰、電気・ガスの高騰の影響を受け、収益に大きく影響をうける等、厳しい１年とな
りました。利用サービスの一環としては、引き続き体育館にデジタルサイネージを設置することにより、本日の利用団体やスクール
案内、マスク着用の告知など、日々ご利用者の方々に最新の情報発信を行いました。また、新たに、トレーニング室にベルトマッ
サージ２台を新調、体育館設置の券売機をリニューアルをし、操作画面をタッチパネル式にすることにより、大きな画面で見やすく
し、QRコードによるキャッシュレス化の機能を追加いたしました。その他、自分の身体を知る上で、定期的にインボディー体組成計
を使用した測定会を実施するなど、健康に対する意識の向上、体力づくりの促進に貢献し、市民の皆様に大変喜んでいただきまし
た。屋外施設の維持管理面では、営繕スタッフが、年間１００件以上の補修・修理、グラウンド整備・整頓、木々の伐採・剪定・処理
等を行いました。特に、市からご連絡いただいた案件や、利用者の方々からいただいたクレーム・要望等は速やかに対応しており
ます。今後も引き続き、市民の皆様の安全・安心を最優先し、市民の皆様から喜んでいただける施設を目指してまいります。

令和４年度は、河内長野ＳＳＫクリーン工房共同事業体による指定管理業務が２期目となる初年度の年でした。
前指定期間に引き続いて、午後9時までの窓口受付の対応や、トレーニング専任スタッフの常駐、インボディ測定会等の健康意識
向上のための自主事業の継続実施等、市内スポーツ施設のイメージアップ及び新規利用者の増加につながる取り組みを数多く実
施いただき、大きく評価しています。
特に新型コロナウイルス感染症防止対策については、コロナが収まりつつある中でも、利用者が安心して施設を利用できるよう、
昨年度に引き続き、適切な管理運営に努めてくれたと考えています。
中でも、トレーニングルームや卓球場等の感染リスクが比較的高い室内において、適切に器具を間引いたり、適宜、消毒作業を実
施する等、市の新型コロナウイルス関連肺炎対策本部会議の対応方針を十分に理解した上で、管理者側で創意工夫しながら、臨
機応変に管理体制を構築してくれたことは非常に感謝しています。
また、新たに、トレーニング室にベルトマッサージ２台を新調し、あわせて、体育館設置の券売機をリニューアルをしていただきまし
た。券売機の操作画面をタッチパネル式にすることにより、大きな画面となったので、利用者は見やすくなったと感じております。ま
た、QRコードによるキャッシュレス化の機能を追加することで、利用者のさらなる利便性向上に努めてくれました。
さらに、継続してデジタルサイネージを体育館に設置し、施設の最新情報を発信してくれているので、顧客満足度の向上につな
がっていると感じております。
日常の修繕や管理においても、老朽化した施設の維持管理が難しい状況の中、営繕担当スタッフを中心に、利用者目線で、迅速
かつ丁寧に対応していたと認識しています。
特に、下里総合運動場横の川沿いの除草伐採業務は、急な依頼だったにも関わらず、真摯に対応していただき、深く感謝しており
ます。
今後も、施設の管理運営においては、市と随時、情報共有を図りながら、民間企業の特色を活かしたスポーツ施設の効率的な管
理運営を行ってもらうことを期待します。


